
 

がん医療に携わる医師に対する 

i n 

三重大学 日 
月 

「悪い知らせ」を伝えられることは、患者・家族にとって衝撃的な出来事であり、その後の日常生活やストレス、場合に

よっては治療の選択を誤らせるほどの影響があることが知られています。 

また同時に「悪い知らせ」を伝える側の医療者にとっても苦痛を伴うものとなっています。 

この研修会では、患者が納得した上で安心して治療等の選択ができるように、患者と意思との間により一層の良好なコミ

ュニケーションを築くための技術を研修します。 

日時 

場所 

令和２年１月１２日（日）   ９：００～ 
      １３日（月・祝） ８：３０～ 
三重大学医学部新医学棟（看護学科校舎）３階 第三講義室他 

参加 

対象 

① 現在がん医療に携わっており、卒後 4年以上の医師 

 

② ２日間を通して研修会に参加できる方 

当日の早退、遅刻は理由の如何に関わらず認められません。 

募集人数：８名 

研修 

内容 

難治がん、再発、抗がん治療の中止など 

悪い知らせを患者に伝えるロールプレイ 

参加 

費用 
２，０００円（お弁当代＋飲み物代） 

申込み・お問い合わせ 
三重大学医学部附属病院 がんセンター 

０５９－２３１－５０５５（内線５７６３） 

祝 

※ 本会はがんプロフェッショナル養成プラン推奨セミナーに指定されております 

※ 本会は大学院セミナーを兼ねております 

三重大学医学部附属病院がんセンター主催 


